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和
の
心
で

  
日々

燭
を
掲
げ
よ
う

本日の
プログラム

創立1951.1.1　承認1951.3.23　登録番号7734

加藤 義朋 会員
右近 八郎 会員

・クラブ協議会（ガバナー公式訪問前）
・戦略計画委員会より

ご
あ
い
さ
つ

 

二
〇
一
四

－

一
五
年
度
会
長　

丹
治 

正
博

教
育
勅
語
渙
発
よ
り
百
二
十
四
周
年

　

今
日
十
月
三
十
日
は
明
治
二
十
三
年
に「
教
育

二
関
ス
ル
勅
語
」（
教
育
勅
語
）が
渙
発
さ
れ
た

日
に
あ
た
り
、
今
年
で
百
二
十
四
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
教
育
勅
語
の
原
本
は
長
ら
く
所
在
が
不

明
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
四
月
、
文
部

科
学
省
が
実
に
半
世
紀
ぶ
り
に
所
在
を
確
認
し
た

と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
学
校
現
場
か
ら
排
除
さ

れ
、
軍
国
主
義
教
育
の
象
徴
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
独
り
歩
き
す
る
よ
う
に
な
っ
た
教
育
勅
語
で

す
が
、
近
年
、
い
じ
め
な
ど
道
徳
の
荒
廃
が
問
題

と
な
る
中
で
、
そ
の
内
容
を
再
評
価
す
る
声
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

下
村
文
部
科
学
大
臣
は
原
本
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
さ
れ
て
い

ま
す
。「（
教
育
勅
語
に
は
）至
極
ま
っ
と
う
な
こ
と

が
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
、
英
語
な
ど
に
翻
訳
さ
れ

て
他
国
が
参
考
に
し
た
事
例
も
あ
る
。
た
だ
し
そ
の

後
、
軍
国
主
義
教
育
の
推
進
の
象
徴
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
こ
と
が
問
題
だ
」と
述
べ
、
内
容
そ
の
も
の
に

は
問
題
が
な
い
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）に
発
布
さ
れ
た
教

育
勅
語
で
示
さ
れ
た
の
は
、十
二
の
徳
目
で
し
た
。

教
育
勅
語
の
十
二
の
徳
目

一
、親
に
孝
養
を
つ
く
し
ま
し
ょ
う

二
、兄
弟
・
姉
妹
は
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う

三
、夫
婦
は
い
つ
も
仲
む
つ
ま
じ
く
し
ま
し
ょ
う

四
、
友
だ
ち
は
お
互
い
に
信
じ
あ
っ
て
付
き
合
い
ま

し
ょ
う

五
、自
分
の
言
動
を
つ
つ
し
み
ま
し
ょ
う

六
、広
く
全
て
の
人
に
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
ま
し
ょ
う

七
、勉
学
に
励
み
職
業
を
身
に
つ
け
ま

　

  

し
ょ
う

八
、
知
識
を
養
い
才
能
を
伸
ば
し
ま

　

  

し
ょ
う

九
、人
格
の
向
上
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

十
、広
く
世
の
人
々
や
社
会
の
た
め
に

　

  

な
る
仕
事
に
励
み
ま
し
ょ
う

十
一
、法
律
や
規
則
を
守
り
社
会
の
秩

　
　

  

序
に
従
い
ま
し
ょ
う

十
二
、正
し
い
勇
気
を
も
っ
て
国
の
た

　
　

  

め
真
心
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う

　

翌
明
治
二
十
四
年
か
ら
謄
本
が
全

国
の
小
学
校
に
配
布
さ
れ
、
修
身（
道

徳
教
育
）の
根
本
規
範
と
さ
れ
ま
し
た

が
、大
東
亜
戦
争
後
は
連
合
国
軍
総
司

令
部（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）の
圧
力
な
ど
で
学
校

現
場
か
ら
排
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
戦
後
教
育
史
の
研
究
者
に
よ
り
ま
す

と
、
当
時
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
中
に
も
教
育
勅
語
の
内
容

を
評
価
す
る
声
が
あ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
情
報
教

育
局
を
中
心
に
、
昭
和
天
皇
に
よ
る
新
し
い
教

育
勅
語
を
発
布
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。
教
育
勅
語
に
は
万
国
共
通
の
普

遍
的
な
価
値
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
方
の

認
め
る
所
で
し
た
が
、
結
局
、
天
皇
に
否
定
的
な

Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
の
圧
力
で
排
除
さ
れ
、〝
軍
国
主

義
教
育
の
象
徴
〞と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
戦
後
の
昭
和
二
十
七
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
に
よ
り
日
本
は
独
立
を
回
復

し
た
後
も
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
検

証
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
わ

ば
問
答
無
用
で
教
育
勅
語
が
否
定
さ
れ
る
と
と

も
に
、
道
徳
教
育
そ
の
も
の
も
敬
遠
さ
れ
、
そ
れ

が
学
校
教
育
の
荒
廃
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
私

は
思
い
ま
す
。

　

い
じ
め
や
校
内
暴
力
、
不
登
校
な
ど
が
問
題
と

な
る
中
、
教
育
勅
語
に
示
さ
れ
た
徳
目
の
意
義
は

小
さ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
半
世
紀
ぶ
り
に
原
本

の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
教
育
勅

語
の
意
義
や
内
容
に
つ
い
て
の
検
証
が
進
ん
で
、

今
後
の
道
徳
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る
一
助
に
な

れ
ば
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
私
の
神
職
と
し
て
の
最
初
の
奉
職

先
は
、
東
京
・
代
々
木
の
明
治
神
宮
で
あ
り
ま
す

が
、
明
治
天
皇
様
を
御
祭
神
と
し
て
お
祀
り
す
る

明
治
神
宮
で
は
、
毎
朝
の
朝
拝
で
必
ず
教
育
勅
語

を
唱
え
て
お
り
ま
し
た
。
言
葉
と
し
て
発
す
る
教

育
勅
語
は
格
調
高
く
、
そ
れ
は
味
わ
い
深
い
名
文

で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機

会
に
教
育
勅
語
を
音
読
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

開会点鐘 丹治正博 会長

ロータリーソング「福島ロータリークラブの歌」
　ソングリーダー 菅野　晋 会員

「四つのテスト」唱和 箱岩　偉 会員

お客さま並びに来訪ロータリアン紹介
会長挨拶 丹治正博 会長
　●指名委員会開催のお知らせ

　●表彰・伝達

食　事
幹事報告 坪井大雄 幹事

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会

　　ニコニコBOX担当 松浦敬裕 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘 丹治正博 会長

例 会 次 第
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

クラブ協議会にあたり
　本日のクラブ協議会は、2014年11月
6日（木）に予定されているガバナー公式
訪問のためのクラブ協議会であり、各ク
ラブ委員会で今年度計画の再確認とロー
タリー戦略計画に沿った中長期的な計画

について協議いただきます。ここではロータリー戦略計
画の再確認、クラブ独自の戦略計画の必要性、戦略計画の
ための準備作業などについて簡単に報告しますので参考
にしていただければと思います。

1.ロータリー戦略計画とは

　2001-02年度、国際ロータリーが奉仕の第2世紀を迎
えるにあたり、ロータリーのリーダーたちは、組織を導
く戦略計画の立案を開始しました。戦略計画を成文化し、
2004年に戦略計画委員会を設置した国際ロータリー理
事会は、継続的に、組織全体の戦略を監督し、その実行計
画を立てます。戦略計画が時代に即し、組織のニーズに応
えるものとなるよう、理事会は少なくとも3年ごとに包
括的な見直しを行います。
　2010年7月1日より有効となった現在のロータリー
戦略計画は、国際ロータリーとロータリー財団の戦略的
方向性を一つにするものであり、全世界のロータリアン
が示した戦略的懸念に対応するものであります。

ロータリー戦略計画の3つの優先事項は次の通りです。 
●クラブのサポートと強化
●人道的奉仕の重点化と増加
●公共イメージと認知度の向上

　地区とクラブは、ロータリー戦略計画の優先事項と目
標を指針として、独自の戦略計画を作成するよう奨励さ
れています。各地域における戦略計画がロータリー戦略
計画に沿ったものとなるよう、地区とクラブが戦略計画
を立てるにあたり、地域コーディネーターが援助を提供
します。（「ロータリー用語便覧」より）
参考:「ロータリー用語便覧」
http://rotaryeclub2650japan.org/word/

2.クラブ独自の戦略計画の必要性

　ロータリー戦略計画は、会社で言えば取締役会が決定
した「全社方針」であり、会社としてその方針に沿った投
資を進め、相応の支援も行うが、実際に動くのは社員（ク
ラブ）であり、社員各位の意識統一と具体的な行動計画
（戦略計画）が必要となります。「ロータリー戦略計画策定

戦略計画委員会スピーチ　　加藤 義朋 会員、右近 八郎 会員

以降の調査によると、戦略計画を立てたクラブは、そうで
ないクラブと比較して、会員増強においてより大きな成
功を収め、公共イメージも向上していることが分かって
います。」とのことです。

3.戦略計画のための準備作業

　具体的な戦略計画を立てるには、現状認識・分析とグ
ランドデザイン（将来の在るべき姿）に関する検討が必要
です。
（1）福島ロータリークラブの現状（例）
　・伝統のある老舗クラブ
　・会員数が多いが幽霊会員が存在する
　・奉仕活動が希薄、フットワークが悪い
　・クラブ関連資金が豊富
　
（2）グランドデザイン（例）
　・会員の資質
　　…奉仕、親睦、高潔性、多様性、リーダーシップの実践
　　…中核会員の充実（現状の倍?）
　　…奉仕活動の第一歩はクラブ奉仕から
　・地区の代表クラブ
　　…地区内で有数な会員数を確保
　　…ガバナー・ガバナー補佐輩出の常連
　　…他クラブが一目を置き頼りにするクラブ
　・奉仕活動の主役となるクラブ
　　…永続的なクラブ主導の奉仕活動
　　…ロータリー財団・米山記念奨学会への協力・活用

4.おわりに

　本来共同体であるロータリークラブに、外的目的達成
のための計画（戦略）が必要なのかという議論はここでは
置いておき、国際ロータリーが標榜する戦略計画を受け
入れるということで、クラブ戦略計画委員会が設置され
ました。
　クラブ独自の戦略計画を検討するアプローチは、本来
的には上（目的）から下（行動）への演繹的あるいは論理
的アプローチが理想ですが、逆に、下から上への帰納的
あるいは発見的なアプローチでも検討可能です。ただ
し、上記の国際ロータリーが示す3つの優先項目が基本
的戦略事項として示されていますので尊重しなければな
りません。
　クラブ戦略計画委員会では各委員会の戦略計画を材料
に、クラブ独自の戦略計画を策定し、随時見直しを行いな
がら中長期に亘って福島ロータリークラブの繁栄に寄与
したいと考えています。
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例会の開催日、変更、取消

　例会の開催日、変更、取消については、標準ロータリー
クラブ定款第6条で、次のように定められています。

第6条 会合 第1節 例会

（a）日および時間

　本クラブは、毎週1回、細則に定められた日および
時間に、定期の会合を開かなければならない。

※福島ロータリークラブ細則 第5条 会合 第2節より

　本クラブの毎週の例会は木曜日12時30分に開催
するものとする。例会に関するあらゆる変更または例
会の取消はすべてクラブの会員全員に然るべく通告さ
れなければならない。（後略）

（b）会合の変更

　但し、正当な理由がある場合は、理事会は、例会を、
前回の例会の翌日から次の例会の前日までの間のいず
れかの日または定例日の他の時間または他の場所に変
更することができる。

（c）取消

　例会日が一般に認められた祝日を含む国民の祝日に
当たる場合、またはクラブ会員が死亡した場合、また
は全地域社会にわたって流行病もしくは災害が発生し
た場合、または地域社会での武力紛争がクラブ会員の
生命を脅かす場合、理事会は、例会を取りやめること
ができる。理事会は、本項に明記されていない理由で
あっても、1年に4回まで例会を取りやめることがで
きる。ただし、本クラブが3回を超えて続けて例会を
開かないようなことがあってはならない。

===================================

　日本国内のクラブについては、以下の補足に従うこ
ととなっています。

1）1年に4回を上限として任意で例会を取りやめるこ
とができる。

2）国民の祝日（=カレンダー上赤くなっている日）と
例会日が重なる場合、この例会を1）の回数制限と
は別に休会とすることができる。

3）12月31日～1月3日の期間に例会日が重なる場
合、この例会を1）の回数制限とは別に休会とする
ことができる。

4）一般的なお盆休みの期間中、任意の例会1回を1）
の回数制限とは別に休会とすることができる。ここ
で言うお盆休みの期間は地域毎の風習に準ずる。

5）理由の如何に因らず、例会取りやめは3回連続まで
は認められるが、4回連続以上は認められない。

　正当な理由があれば、クラブ理事会の裁量によって、
同一週内の別の日、別の時間、別な場所に変更するこ
とが可能です。

　2007年規定審議会において採択された制定案07-11に
より、例会の取消に関する規定に「一般に認められた祝日を
含む」という文言が追加されました。上記の標準ロータリー
クラブ定款第6条は2010年手続要覧からの抜粋であり、
2013年7月1日現在も記述内容に変更はありません。

 （文責/丹治正博）

ロータリーの豆知識 第 回15

五大奉仕

“五大奉仕（The Five Avenues of Service）の定義”
　ロータリーの五大奉仕部門は、ロータリークラブの
活動の哲学的および実際的な規準である。

1．奉仕の第一部門であるクラブ奉仕は、本クラブの機
能を充実させるために、クラブ内で会員が取るべき
行動に関わるものである。
　ロータリアンが、クラブを円滑に機能させるため

に行う次のような行為をいう。すなわち、クラブ会

合に出席すること、クラブの親睦に加わること、ク

ラブのプログラムに参加すること、委員になるこ

と、理事を務めること、会費を払うこと、クラブ外

の活動においてクラブを代表することーたとえば

他のRCで講演したり、都市連合会、地区・研修協

議会、地区大会、リーダーシップ・フォーラムに出

席したり、新クラブの設立に当たって自分のクラブ

を代表したりすること。

2．奉仕の第二部門である職業奉仕は、事業および専門
職務の道徳的水準を高め、品位ある業務はすべて
尊重されるべきであるという認識を深め、あらゆる
職業に携わる中で奉仕の理念を生かしていくとい
う目的を持つものである。会員の役割には、ロータ
リーの理念に従って自分自身を律し、事業を行うこ
とが含まれる。

3．奉仕の第三部門である社会奉仕は、クラブの所在地
域または行政区域内に居住する人々の生活の質を
高めるために、時には他と協力しながら、会員が行
うさまざまな取り組みから成るものである。

4．奉仕の第四部門である国際奉仕は、書物などを読む
ことや通信を通じて、さらには、他国の人々を助け
ることを目的としたクラブのあらゆる活動やプロ
ジェクトに協力することを通じて、他国の人々とそ
の文化や慣習、功績、願い、問題に対する認識を培
うことによって、国際理解、親善、平和を推進する
ために、会員が行う活動から成るものである。

5．奉仕の第五部門である青少年奉仕は、指導力養成活
動、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェ
クトへの参加、世界平和と異文化の理解を深め育む
交換プログラムを通じて、青少年ならびに若者に
よって、好ましい変化がもたらされることを認識す
るものである。（標準ロータリークラブ定款第5条）

　この定義は当初、2007年規定審議会において四大

奉仕として採択された項目ですが、2010年規定審議

会において、さらに第５項目の青少年奉仕（当時は新

世代奉仕）が追加となり、五大奉仕となっています。

ロータリーの奉仕理念と奉仕活動の実践の両面からの

基準となっています。 （文責/丹治正博）
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ニコニコBOX報告　　〈報告〉 今井理基夫 委員 本日のニコニコBOX投入額　22件 ¥50,000 累計  ¥1,092,000

例会プログラムのご案内

■11月13日（木） 12：30～「辰巳屋」

　渡辺健寿地区クラブ奉仕委員長スピーチ
　＊「友」紹介　　＊血圧測定　　＊プログラム案内
■11月20日（木）　理事会承認休会（2回目）
■11月27日（木） 12：30～「辰巳屋」

　･「ロータリー財団月間にちなんで」スピーチ
　　 安藤健次郎R財団委員長

　・新会員スピーチ 江刺家宏樹会員

○
加
藤
義
朋 

会
員

　

呉
竹
先
生
、米
山
奨
学
生
の
除
君
と
常
君
を
大

歓
迎
し
ま
す
。

○
幡　

研
一 

会
員

　

福
島
米
山
学
友
会
理
事
、
呉
竹
弘
吉
先
生
を

歓
迎
し
て
。

○
呉
竹
弘
吉 

様 

福
島
中
央
Ｒ
Ｃ
会
員

　

本
日
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。米

山
奨
学
生
二
名
を
連
れ
て
参
り
ま
し
た
。

○
後
藤
忠
久 

会
員

　

十
一
月
一
日
〜
三
日
、
福
島
駅
前
で「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
ふ
く
し
ま
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
内
の

幼
稚
園
児
の
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
の

で
、是
非
ご
覧
下
さ
い
。

○
清
水
義
之 

会
員

　

明
日
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
私
の
誕
生
日
で
す
。福

島
駅
前
で
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
予
定
で
う

れ
し
い
で
す
。ク
リ
ス
マ
ス
同
様
に
日
本
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
が
、イ
ベ
ン
ト
が
増
え
る
こ
と
は

良
い
と
思
い
ま
す
。

○
森
川
英
治 

会
員

　

気
温
が
下
が
り
、私
を
含
め
風
邪
を
ひ
く
人
が

増
え
て
い
ま
す
。今
年
の
風
邪
は
ノ
ド
を
痛
め
る

よ
う
で
す
。皆
さ
ん
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

○
丹
治
正
博 

会
長

　

本
日
の
ク
ラ
ブ
協
議
会
は
、戦
略
計
画
委
員
会

の
提
言
を
受
け
て
、中
長
期
の
事
業
に
つ
い
て
各

委
員
会
で
お
話
を
し
て
頂
く
ほ
か
、来
週
の
ガ
バ

ナ
ー
公
式
訪
問
に
備
え
て
の
打
合
せ
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

○
田
苗　

博 

会
員

　

紅
葉
狩
り
が
良
い
季
節
で
す
。外
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

○
他
に
／
今
井 

康
／
内
池 

浩
／
古
俣 

猛
／
茂

田
士
郎
／
志
村
光
昭
／
白
岩
康
夫
／
高
橋 

聡
／

田
沼
紀
美
子
／
坪
井
大
雄
／
中
島
健
至
／
藤
井

高
志
／
増
子 

勉
／
松
浦
敬
裕
／
渡
部
世
一

私
達
は
今
年
八
十
歳
に
達
し
た
の

で
、
福
島
高
校
第
五
回（
昭
和

二
十
八
年
四
月
）卒
業
生
の
同
窓
会
を
開

催
し
た
。
九
月
二
十
四
日
に
、
福
島
稲
荷

神
社
に
参
拝
し
、
福
島
Ｒ
Ｃ
会
長
の
丹
治

宮
司
様
か
ら
祝
詞
を
頂
き
、
お
祓
い
を
受
け
た
。
十
月
十
日
、

有
志
が
ゴ
ル
フ
を
行
い
、
午
後
四
時
か
ら
ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で

同
窓
会
を
開
催
。
恩
師
の
五
十
嵐
大
典
先
生
が
出
席
さ
れ
、

同
期
四
十
五
名
が
参
加
し
た
。
東
京
、
静
岡
、
千
葉
、
仙
台

か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
旧
交
を
温
め
た
。
私
達
同
級
生
は

東
大
合
格
者
が
な
く
、
校
長
先
生
か
ら
大
変
叱
ら
れ
た
。
一

年
浪
人
し
て
三
名
が
東
大
に
入
学
し
た
。
私
達
は
昭
和
十
六

年
国
民
学
校
入
学
、
同
年
十
二
月
大
東
亜
戦
争
勃
発
、
昭
和

二
十
年
八
月
終
戦
、
昭
和
二
十
二
年
新
制
中
学
入
学
、
昭
和

二
十
五
年
県
立
福
島
高
校
入
学
と
混
乱
の
時
代
を
生
き
抜
い

て
来
た
こ
と
を
語
り
合
っ
た
。
渡
邊
又
夫
君
は
同
級
生
、
菅

野
晋
会
員
の
父
上
も
同
級
生
で
あ
る
。

私のひとこと 今井 吉之 会員

　　パンダハウス募金ご報告  （森川英治社会奉仕委員長） 10月30日 6,574円 累計121,712円

【指名委員会開催のお知らせ】
　クラブ細則第3条第１節に則り、歴代会長を以て

構成される指名委員会を11月4日（火）18：00よ

り辰巳屋にて開催致します。次々年度会長・次年度

の副会長・幹事・会計・会場監督の役員、および10

名の理事候補者及び2名の監事候補者の指名をお願

いする事になっておりますのでお知らせ致します。

幹事報告

お知らせ
●11月4日（火）18：00より指名委員会、18：30より
11月理事会が開催されます。歴代会長様、役員、理事の
皆様宜しくお願い致します。

●次週11月6日（木）、当クラブの例会は野﨑ガバナー
公式訪問例会となります。10：30よりクラブ協議会、
12：30より通常例会開催となりますのでご確認の上宜
しくお願い致します。

●11月ロータリーレートのお知らせ…1ドル106円にな
ります（10月と変更なし）。

お客さま並びに来訪ロータリアン紹介

表彰・伝達

●来訪ロータリアン
　福島中央RC

呉竹　弘吉 様 ●米山功労者第34回
　メジャードナー

　加藤　義朋 会員

除
じょ

　偉
い

 さん（ホスト／福島北RC）

常
じょ

　思
しーしー

思 さん（ホスト／相馬RC）

●2014-15年度
　地区米山奨学生


